


研究成果情報研究成果情報研究成果情報研究成果情報

アサリのへい死と伊勢湾の水質 

 

鈴鹿水産研究室 水野知巳 

はじめに 

平成 18 年秋季に二枚貝の大量へい死が伊勢湾沿岸で

起こり、大きな漁業被害が発生したことを覚えておら

れる方もいると思います（図 1）。このように伊勢湾で

はアサリなどが大量にへい死する事例がしばしば発生

し、これは貧酸素水塊が沿岸にまで侵入したことによ

る酸欠が原因と推測されています。そこで、平成 19 年

から 22 年まで、桑名沖、松阪沖、伊勢沖などの伊勢湾

沿岸域で、水質の連続観測を行い、貧酸素水塊の侵入

状況を明らかにするとともに、アサリの酸素欠乏の耐

性を調査しました。今回は、その経過を伊勢湾水質の

変遷とあわせて報告

図 1. 海底に積み重なったへい死貝 

します。 

 

伊勢湾の水は汚いのか？ 

 伊勢湾と言えば、「赤潮が多くて

水質悪化が進んだ湾」というイメー

ジが定着しています。実際は、どう

なのでしょうか。水産研究所では 19

70 年代初めから、毎月、調査船「あ

さま」を用いて、伊勢湾沖合の水質

を調べています。 

図 2 のグラフは 5 年間ごとの観測

値の平均を示したものですが、水質

悪化の指標となる COD や DIN は減

少傾向にあります。さらに、赤潮の

指標となるクロロフィルも減少傾向

にあり、透明度は上昇傾向にあるの

で、「伊勢湾の水はきれい」になり

つつあると考えられます。しかし、

生物の生息に欠かせない溶存酸素は

減少傾向にあります。 

ただ、これは伊勢湾の沖合の観測

例であり、アサリがすむ波打ち際の
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図 2. 伊勢湾の水質の推移 













ここで、No.1 浮魚礁と No.3 浮魚礁の沈み込み深度に大きな差がみられました。具体的には、N

o.1 浮魚礁は 7 月 22 日前後に約 10ｍ程度の沈み込みが確認され、No.3 浮魚礁では同じく 7 月 22

日前後の数日間にわたって、200ｍ程度の沈み込みが確認されています。なぜこれだけの差が出る

のか、新たな疑問が浮かび上がりました。海流の力を受け流すためにわざと沈み込む仕様だとし

ても、200m もの深さに長期間沈み込んだままになっていては、浮魚礁としての役割を果たせない

上に、通信機器や浮力体に水圧による大きな負担がかかってしまいます。実はこの時、No.3 浮魚

礁は設置から 2 年が経過しており、礁体の水中部分にフジツボなどの付着生物がたくさんついて

いました（図 7、図 8）。今後、浮魚礁を長期間に渡って効果的に使っていくために、定期的なメ

ンテナンス、特に付着物をこまめに除去して浮力の維持に努めていかなければならないことが確

認されました。 

おわりに 

2011 年は、浮沈式熊野灘浮魚礁の運用が始まって 4 年目となります。これまでの研究で、浮魚

礁の挙動には熊野灘の海況がよく映し出されているということが、はっきりしてきました。これ

からも熊野灘に浮かぶ魚礁たちには、魚を集めてもらう他にも、海を知るための最前線としての

活躍が期待されます。 
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図 6. －：No.1 浮魚礁鉛直移動  
   －：No.3 浮魚礁鉛直移動（2010 年 5 月～8 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追記：9 月末現在、台風の影響などで No.1、2、3 の浮魚礁が使用不可となっています。 

図 8. 設置前 No.3 浮魚礁 

（2008 年 3 月 1 日） 

図 7. No.3 浮魚礁水中写真 

（2010 年 7 月 31 日 撮影：岡部株式会社）
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クルマエビを標識放流しました 

 

資源開発管理研究課 丸山拓也 

 

 端麗な色彩と上品な味で祭事に欠かせないクルマエビ。三重県では志摩市安乗の「宝彩エビ」

が有名ですが、伊勢湾でも底びき網や刺し網によって漁獲されています。 

クルマエビは昭和 50 年代から稚エビの放流による漁獲量の底上げが図られていますが、その効

果の程はどうでしょうか？ 水産研究所では、関係機関とともに放流効果の把握と放流技術の向

上に取り組んでいます。 

放流効果の調査では、尾肢カットによる標識を用いてい

ます。これはエビの尾肢（尾びれ）に傷をつけて変形させ、

目印とする手法です。傷が元通りに治ってしまうこともあ

りますが、安価に大量に標識できることが利点です。平成

21 年から毎年 3～4 万尾に標識し、伊勢湾漁協と伊勢市が

松阪で行う放流に混ぜています。今年は 8月 1日と 2日に、

計 4 万尾を標識放流しました。後日、市場で水揚げされた

標識エビの数を調べ、放流の効果を割り出します。 

 春から秋に生まれたクルマエビの幼生は、浮遊期を経て

浅海域で着底し、成長につれて深場へと移動していきます。

伊勢湾の外にも移動しているようであり、一回り大きなサ

イズのエビが湾外で漁獲されます。湾内では、早いものは

当年の秋頃から漁獲され始めますが、漁獲のピークは翌年

の夏です。 

 平成 21 年からの調査の結果、伊勢市有滝地区所属の底

びき網で獲られたクルマエビのうち、少なくとも 1~2 割が

松阪での放流エビで占められていることが分かりました。

愛知県など、松阪以外での放流も考慮すると、漁獲に占め

る放流エビの割合は更に高いものと推定されます。 

 近年、三重県のクルマエビ漁獲量は 10t 程度と低迷しており、資源状態が憂慮されています。

資源が低下してしまった要因はまだよく分かっていませんが、種苗放流は漁獲量の維持に小さか

らぬ役割を果たしていると考えられます。 

 昨年度より、愛知県や国の研究機関、民間事業者等とで放流技術のさらなる高度化を目指した

共同研究が始まりました。こちらの事業では、次世代の標識技術として DNA 標識を用いた試験放

流を行っています。DNA 標識では遺伝情報を頼りに放流個体を特定するため、放流前の標識作業

の要らない、エビに優しい手法です。試験の結果が出るのはもうすこし先になりますが、従来の

手法よりも正確な放流効果の把握が期待されます。 

 

図 1．元気に育てと願って放流 

図 2．水揚げされた標識エビの尾 

（左尾びれに標識跡と思われる変

形と暗色帯の薄化がある）

現場レポ現場レポートート現場レポ現場レポートート
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現場レポート現場レポート現場レポート現場レポート
イカナゴ夏眠魚の調査を行っています！ 

鈴鹿水産研究室 藤原正嗣 

  

伊勢湾のイカナゴ漁は、1970 年代後半から 1980 年代前半に大きな不漁に見舞われ、これを契

機として本格的なイカナゴの資源管理が導入されました。現在、三重県水産研究所と愛知県水産

試験場が共同でイカナゴの産卵量や加入量、成長などを調査し、その結果に基づいて両県の漁業

者が協議して解禁日と終漁日が決定されるとともに、産卵親魚の保護が行われており、全国でも

模範的な資源管理事例として認められています。今回は、来漁期の産卵量を推定するイカナゴ夏

眠魚調査を紹介します。 

イカナゴは北方系の魚で高い水温は苦手のため、伊勢湾では水温が 19℃以上になる 5 月の下旬

～12 月中旬まで海底の砂に潜って夏眠を行います。これまでの研究からイカナゴは夏眠開始直後

の肥満度（体重÷体長３×1,000）が 4.2 以上ないと産卵しないことがわかっていますので、イカナ

ゴを採集して肥満度を測定することで夏眠から覚めた後の産卵量を推定することができます。 

（１）調査の方法 

図１．夏眠イカナゴの採集調査の様子（右は採集したイカナゴ） 

 調査地点は、伊勢湾口の神島

から南東へ 10 ㎞の水深約 20ｍ

の海域（デヤマ）で、イカナゴ

の主な夏眠場です。調査は、ス

テンレス製丸棒に長さ 30 ㎝と 6

0 ㎝のロープをつけ、その先に錘

付針を装着したものを用いて行

います。錘付針は、調査船「あ

さま」でゆっくりと 0.2 マイル

（約 370ｍ）引き、砂中に潜って

いるイカナゴを採集します。 

（２）調査結果 
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図２．採集数の推移 

今年は 6 月 3 日と 7 月 11 日に調査を行いまし

た。採集したイカナゴの体長は平年値より 1.5cm

程度小さく、また 4.2 以上の肥満度割合も 20.1％

と低かったのですが（平年値 46.3％）、曳航 1 ㎞

当たりの採集尾数はそれぞれ 3,314 尾、2,427 尾と

平年値より多くなりました。このことから、魚体

が小さく、痩せている個体が多いものの、夏眠し

ているイカナゴの数が多いことから、産卵量は平

年並みと推測されました。来年のシラス漁に期待

が持てるのではと考えています。 
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ニュースニュースニュースニュース
漁業者、流通・加工業者、消費者をつなぐ水産研究所の新しい試み 

「クラスター事業」について 
 

水産資源育成研究課 竹内 泰介 

はじめに 

今年度からスタートしたクラスター事業（正式には「水産技術クラスタ

ー構築による水産物高付加価値化促進事業」と言います）は、水産研究所

が中心となって漁業者、流通・加工業者および消費者の間の連携を促進し、

水産物の新商品開発や高付加価値化を進める取り組みです。消費者、学識

経験者や流通加工業界から広く意見を取り入れながら水産物の価値を向上

させることを目的としています。 

 
クラスターってなに？ 

 クラスターはぶどうの房のこと。この事業で

は、ぶどうの粒 1つ 1つが漁業者、流通・加工

業者、消費者、水産研究所などの主体として捉

えています。このぶどうの粒（主体）がまとま

って房（クラスター）を形づくりながら、すな

わち連携して新商品開発などの取り組みを行

っている状態を示します。 

水産物の魅力をよりアピールする商品開発 

 近年日本では沿岸漁業による水産物の水揚げ量が減少

するとともに、流通形態の変化、消費者の水産物に対す

る嗜好の変化などにより、イワシ類、アジ・サバ類のよ

うな多獲性の魚種やサケ、マグロ類など一部の魚種に流

通が集中しています。しかし、これらの多獲性魚種以外

にも昔ながらの地魚や加工品を求める消費者も少なから

ずおります。また、これまで流通にはあまり乗らなかっ

た水産物の中にも、掘り出しものの水産物があるかもしれ

ません。これらは、鮮度を保持する技術を高めたり、新た

な加工法を開発することで消費者のニーズに合わせた状態

で付加価値を高めて流通させられる可能性は十分あると考

えられます。このため、今年度から、 

・ 次世代冷凍技術の導入などによる多獲性魚種の鮮度保

持・高度利用 

・ 低未利用水産物の新たな活用法の発掘 

図 1．繁茂するアカモク 

 東北ではギバサと呼ばれて賞味されてい

ますが、三重県では食品としての利用実態

はありません。粘りと歯応えが特徴で、そ

のままでも、加工原料としても有望な未利

用資源です。 

 

・ 三重ブランドなど地域重要資源の生産・畜養・加工法

の高度化

などに関して、新たに研究を始めました。まずは、漁業者

の皆さんと流通加工業者、消費者の間の連携を促進するこ

とから始め、今後徐々に新技術の導入、製品化を進めてく

計画にしています。水産研究所では、これまで実施してこ

なかった研究分野ではありますが、皆さんと連携しながら

県内水産業がより発展するために貢献していきたいと考え

ています。 
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 ニュースニュースニュースニュース

第９回世界閉鎖性海域環境保全会議（EMECS9）に参加して 

水圏環境研究課 国分秀樹 

2011 年 8 月 28 日から 31

日にアメリカ合衆国メリー

ランド州ボルチモア市にお

いて、第 9 回世界閉鎖性海域

環境保全会議が開催されま

した。その国際会議に招待さ

れ、英虞湾の沿岸休耕地の干

潟再生に関する研究成果を

発表してきました。 

世界閉鎖性海域環境保全

会議は、閉鎖性海域の環境保

全と適正利用を目指し、全世界から研究者、市民、行政関係者、事業者等が幅広く参集して開

催される国際会議です。ボルチモア市は、閉鎖性が強く、四国と同じくらいの大きさのチェサ

ピーク湾に面した都市であり､連邦政府、州等によってチェサピーク湾の環境復元を連携して実

施するための協定が結ばれた 1983 年以降、水

質改善や生物の生息環境の再生などに取り組

まれている世界的にも有名な場所です。 

会議の名称 第９ 回世界閉鎖性海域環境保全会議

会議のテーマ
閉鎖性海域の統合的管理を実現するための、
説明責任と 効果的な情報共有環境の確保

発表内容
英虞湾における市民参加型の沿岸休耕地の
干潟再生効果の評価

日時 2011年8月28日(日)～31日（ 水）

場所 アメ リ カ 合衆国メ リ ーラ ンド 州ボルチモア市

参加者 25カ 国 約350名

会議が開催されたボルチモア市 

今回の会議の中では、日本古来の沿岸管理

手法である「里海」を広く世界に普及させる

ため、「里海」特別セッションが設けられま

した。里海とは、人が自然を保全しながら適

度に活用することで、漁業などの生産性や生

物多様性が高くなる海のことをいいます。里

海の概念の提唱者である九州大学柳哲雄教授

と広島大学松田治名誉教授も参加され、この

概念について議論されました。そのセッショ

ンにおいて、水産研究所が実施している英虞

湾の取り組みが先進事例として取り上げられ

ました。あわせて、協力体制にある志摩市の

職員も参加され、志摩市の里海創生の取り組

みについても報告されました。 

発表では、かつては干潟であり、今は使わ

れていない沿岸休耕地に再び海水を導入して
里海特別セッションでの研究成果の発表 
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干潟を再生する技術と、地域住民との協力体制について報告しました。この成果は、地域住民

と地域行政が連携しつつ、豊かな「里海」を取り戻す日本でも数少ない重要な事例であるとし

て高く評価されました。また、地元志摩市の総合計画に取り上げられ、政策展開にもつながっ

ていることから、参考としたいとの声が多く寄せられました。 

この会議の中では、環境悪化の問題を抱える世界各地の海域の事例が報告され、抱える課題

について議論されました。共通する課題は、陸域から流入する窒素やリン等の流入負荷の規制

により、水質は徐々に改善されつつあるものの、生物が増えてこないことです。生物を増やす

ためには、負荷の削減とあわせて、干潟や藻場などの生物の生息場を増やしていくことが重要

であると提言されました。また、海域の環境再生を進めるためには、森川を含めた流域全体で

取り組む必要があり、人も多様な分野から参画して、その海域のビジョン（目標とする姿）を

共有して進めないといけないと提言されました。 

この会議において行われた議論やネットワークは、三重県における今後の海域環境再生に役

立つものであり、どんどん取り入れていきたいと考えています。 

○参考 URL 

英虞湾の干潟再生の取り組み：http://www.mpstpc.pref.mie.lg.jp/SUI/jissousien/jisso_kai htm 

チェサピーク湾の取り組み ：http://www.cbf.org/ 
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三 重 県 水 産 研 究 所

水産研究所では、調査中や魚市場で見られた珍しい魚貝類や、あまり知られていない

 

魚貝類の生態、研究の様子などについて、ホームページ「おさかな雑録」でわかりや

 

すく紹介しています。最新のNo.55はカマスの紹介。三重県ではヤマトカマスとアカ

 

カマスが主に漁獲されています。区別の仕方などを紹介していますので、こちらもど

 

うぞご覧ください。

「おさかな雑録」へは水産研究所ホームページのトップページからアクセスしてくだ

 

さい。

水産研究所ホームページ

 

http://www.mpstpc.pref.mie.lg.jp/SUI/index.shtm

おさかな雑録No.55「加工向きのカマス」から

ヤマトカマス

アカカマス


